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カナダ金融政策（2022年3月）
利上げ開始に加え、近い将来の追加利上げとQT開始を示唆

1/1

2022年3月3日

（出所）カナダ銀行、大和アセット

（実績：2019年1月末～2022年1月末）
（試算：2022年末～2030年末）

カナダ銀行の国債保有残高

（億カナダ・ドル）

次回4月会合では、追加利上げとQT（量的引き締め）の計画を発表か

カナダ銀行は3月2日（現地、以下同様）に金融政策決定会合を開催し、前回1月会合で示唆していた通

り政策金利を0.25％から0.50％に引き上げることを決定しました。利上げは2018年10月以来です。

声明文では、足元のカナダ経済が1月会合時点の予測より堅調に推移していると指摘したほか、すでに

目標レンジを大幅に上回っているインフレ率に対して、ウクライナ情勢の緊迫化が更なる上昇圧力を加え

ているとの見解を示しました。また、「インフレ率の持続的な上昇が長期のインフレ期待を高めるリスク

が増している」とも述べており、従来の「長期のインフレ期待は安定している」との文言に比べて、イン

フレへの警戒感（金融引き締めの必要性）が高まっている様子がうかがえます。

今後については、「経済が拡大を続け、インフレ圧力は高まったままであることから、更に利上げする

必要がある」としたほか、「保有債券の縮小をいつ開始するか検討する」と述べており、順当に行けば次

回4月13日の会合で追加利上げとQTの計画を発表する可能性が高いと考えられます。なお、QTは「利上

げを補完する」役割があるとの認識を示していることから、6月以降の利上げペースは、インフレなどの

経済動向だけでなくQTのペースにも依存することになりそうです。これまでカナダ銀行は、QTのペース

に関して具体的な言及を避けてきましたが、3月3日のマクレム総裁の講演からそれに関する発言が増えて

くると思われます。

カナダの金利と為替

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は決定日ベース

（％） （2016年1月初～2022年3月2日）（円/カナダ・ドル）

試算は、カナダ銀行
が償還国債の再投資
を2022年5月から停
止し、かつ途中売却
しないと仮定して大
和アセットが計算し
たものであり、決定
事項ではない。
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政策金利（左軸）

5年国債利回り（左軸）

カナダ・ドル円（右軸）


